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Synopsis 

Koutarou Mori， Yasuyuki Ishii， Asuka Yamano， Kotomi 

Hamano，すomo邑kiN akahara， Sachiko Idota (2012) 

Improvement of Seasonal Productivity and Low Temperature 

Tolerance by Introducing Bahiagrass (P，αsραlum notαtum 

Flugge) cv.“Tifton 9" to Southern Kyushu. Jpn J Grassl Sci 

58: 83-89 

In order to improve growth and seasonal productivity 

of bahiagrass (Pαsραlum notαtum Flugge) during the low 

temperature season in southern Kyushu， growth attributes， 

forage yield and quality of a new genotype，“Tifton 9"， which 

was bred in and introduced from the United States， was 

compared to current genotypes， 

for 4 years after the year of establishment. Observation 

and cutting of herbage were conducted every month in the 

second and third years and every 2 months in the fourth 

and fifth years.“Tifton 9" showed superior growth and 

yielding ability during the low temperature season， resulting 

in stabilization of seasonal productivity and improvement 

of annual dry matter (DM) yield cut every month in the 

second and third years. In vitro DM digestibility (IVDMD) 

as forage quality did not differ among three genotypes and 

correlated negatively (P<0.05) with DM yield for both 

1-and 2・monthintervals. Other quality attributes did not 

differ among genotypes. The average values for IVDMD and 

concentrations of crude protein， neutral detergent fiber， acid 

detergent fiber and acid detergent lignin in “Tifton 9" across 

whole cuttings in the五fthyear were 49.4， 6.5， 70.5， 42.1 and 

6.7%， respectively. Respective forage quality of“Tifton 9" 

is equivalent to a standard value among common tropical 

grasses. 

Key words : Bahiagr・ass，Dry matter yield， Forage quality， 

Low temperature tolerance， Seasonal produc-

tivity. 

緒雷

我が関西南媛地に位置する南九州の標高 400m未満の低

標高地帯における粗飼料生産体系は，夏作の脊メリり作物や一

年生利用の暖地型イネ科牧草と冬作の寒地型牧草による l年

2作の輪作体系が一般的である O しかし，この体系では作期

ごとの造成・播種や機械作業の労力やそれに伴うエネルギー

消費等のコストがかかるため，夏期には特別の牧草栽培など

を行わず，メヒシパなどの野主主を利用した籾飼料生産体系を

提示した報告が散見される(池田ら 2003:池田 2007)。暖地

型イネ科牧草パヒアグラス (Paspalumnotatum Flugge)は，

南九州の低標高地帯では十分な永続性を有し，多年にわたり

放牧利用が可能であるため，最も重要な放牧用多年生イネ科

牧草として位置づけられている(平田 1995)。そこで本地域

において，パヒアグラスの永年草地を造成することは，省力・

低コストな粗飼料，生産体系の確立に費献すると考えられる O

しかしパヒアグラスは発芽勢が劣り(葵・鶴見 1966:白山・

小松 1996)，生育初期の成長速度が低く(井出迫 1961:石

井 2000)，低温下での成長速度(伸長性)が低い (Gatesら

2001: And巴rsonら 2009. 2011)などのために，播種後の被

覆速度が低く，安定した草地となるまでに 2-3年を要する(井

出迫 1961)。造成後の定着に関しでは，初夏播穏では夏型 (C4

型)雑草との競合，晩夏播種では初期生育後の越冬性の権保

などの解決すべき陪題点(宝満 1972)が挙げられ，定議後

においても，季節生産性の変動が大きいことなどの課題(王子

団 1995:Gatesら1999)が指摘される。

現在，我が国において二倍体の品種 iPensacolaJが広く

利用されており，また米国から導入した 27系統を基に，系

統および個体選抜により育成された沼倍体の品種「ナンオ

ゥ」は，ニ倍体の「ナンゴクJよりも収量性および採食性

に優れる有望品種と考えられている(小松 1996)。一方近

年，アメリカ農務省農業研究局 (USDA-ARS) において既

ネ連絡著者 (correspondingauthor) : yishii@cc.miyazaki-u.ac.jp 

一部は日本草地学会第節目発表会 (2010年3月)において発表。
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往二倍体品種 fPensacolaJに対ーする RecurrentRestricted 

Phenotypic Selection (RRPS)法による新規育成品種の隠発

が行われている。その第 9世代選抜サイクルに相当する一

倍体品種 fTifton9Jは， fPensacolaJと同様に，選抜品種

f ArgentineJゃ fParaguayJよりも樹霜性が強く，生育季節

の始めと終わりの収量性が高いため，季節生産性を平準化す

る傾向であり，年間収量も fPensacolaJより高いことが報

告されている (Hanna'Sollenberger 2007) 0 Gatesら(2001)は，

アメリカ・フロリダおよびジョージア雨州において低j昆下で

の個体群成長速度 (CGR)を調査し fTifton9JはfPensacolaJ

に比べて CGRが高く，低温下での伸長性に優れることを報

している。低温下での伸長性が高いことは，越冬後の雑草

との競合による被度の低下を軽減でき，造成後の永年草地と

しての放牧期間の延長が可能になると考えられる。

そこで本研究では，米国でのパビアグラス新規育成品種

fTifton 9Jを我が留に初めて導入し播種から定義後の 5

か年間にわたり，既往の二倍体品種 fPensacolaJおよび四

倍体品種「ナンオウ」の 2品稜と，生育特性および季節別の

生産性などを比較した。その結果をもとに，本品稜の南九州

地域への適応性を検討した。

材料と方法

1. 供試材料，試験区の配置および造成・施肥方法

本試験は宮熔大学学内闘場 (31SN，標高 24.7m) にて，

2007年9月7日にパヒアグラス新規導入品種 fTifton9Jと

既往品種 fPensacolaJおよび国内育成品積 fナンオウjの

計 3品種を供試し，泉ボク土擦の園場耕起後に， m2~ たり

それぞれ種子重3gを散播して造成した。l区画1x 2m(2mり

として， 3品種x3反復の9区簡を，ラテン方格法で配寵した。

播種前に土壌改良資材として発酵牛糞(窒素含量 2.14%，水

分含量 33.6%)および苦土石灰をそれぞ、れ m2当たり 400g，

300g施用した。施肥は化成肥料により， 2008， 2009および

2011年では年間合計ーとして， N， P205および K20でm2当

たり各 25g， 2010年では年間合計として m2当たり各 16.3g

を， 2008， 2009年では各番寧の刈取り直後に， 2010， 2011 

年では刈取り直後と刈取り間隔の中間に，年間 5-6図に分け

て施用した。

2. 調査方法

王手間の刈取り調査は， 20昨年では越冬直前の 11月に l間，

2008および2009年では 5月から約 lか月毎に年間 6回行い，

2010および2011年では約 2か月毎に，年間それぞれ3およ

び4図であった。さらに， 2010年では暖地型牧草にとって

は低温期にさ当たる 3-5月における伸長性を， 1か月毎に計3

由刈取ることにより調査した。

調査は全調査期間を通じて悶様の方法で実施した。パヒア

グラスの尊高，主主丈および最上位展開業の葉隔の調査は，各

反復区無作為に 3儒体を抽出して行った。地表面から 5cm

の高さで試験匿全体 (2mりを刈取り，金生率収量を測定後，

一部のサンプル(生主主重で約 250g)についてパヒアグラス

と雑草に分別し，生率重を測定した。その後， 700Cで72時

間以上通風乾燥して乾物率を求め，生主主収量にこの乾物率を

乗じてパヒアグラスおよび雑草の乾物収量とした。日視によ

り，各試験誌の被度を算出した。また，播種8週後の 2007

年 11月l日に，試験区全体の定着個体数を測定し，定着偲

体密度を算出した。

調査期間の気温および降水量は，調査地から約lOkm北

に位置する宮締地方気象台の観測値(宮崎地方気象台 2012)

によった。生育気温の平均気温として，前回の刈取り後の期

間の平均僚を求めたが， 2008， 2009および2011年の第 l問

自の刈取り持のみ， 4 fI 1日からの期間の平均値とした。

3. 飼料品質の分析法

生育に伴う飼料品質の品種間差を明らかにするため， 2008， 

2009および 2011年の各番草においてか1vztro乾物消化事

(IVDMD) を，また 2011年では IVDMDに加え，媛地型牧

草の館料品質として一紋的な，粗タンパク質 (CP)，中性デ

タージ、エント繊維 (NDF)，酸性デタージェント繊維 (ADF)

および酸性デタージエントリグニン (ADLlの各成分率

(叫inson1990)を測定した。

乾燥させた試料を 1mmのふるいを逸るように粉砕し濃

硫酸一過酸化水素水による湿式灰化後，ケルダールーガンニ

ング氏変法(植物栄養実験法編集委員会 1990) を用いて全

を測定し CP含有率を算出した。また，ペプシ

ン・セルラーゼ法 (Goto・Minson1977)による IVDMDの

測定には ANKOMインピトロインキュベータ (ModelD200 ; 

ANKOM Technology， Macedon， NY， USA)を， NDF， ADF 

および ADL含有率の測定には ANKOMファイパアナライ

ザー (ModelA200 ; ANKOM Technology Corp.， Macedon， 

NY， USA)を用いた。

4. 統計解析

各項自について，一元配置による分散分析を行った後， F

f直が有意であった項目についてフイッシャーの最小有意差

(LSD)法により 5%水準で、の有意差の検定を行ったO

結 果

1. 生育経過

20昨年の造成 8週後の 11fI 1日における生育状況につい

ては，草高は fPensacolaJ(5.8 cm)およびfTifton9J (7.1 cm) 

が「ナンオウJ(3.6cm)に比べて高く (P<0.05)，葉臓は「ナ

ンオウJ(6.5mm)で最も高くなった (P<0.05)。定着個体

密度は fPensacolaJで最も高く m2当たり 181個体であり，

次いで fTifton9J (167個体)， fナンオウJ(81 倒体)の}II&

となり， fPensacolaJと「ナンオウ」との防にのみ有意な差

が見受けられた (P<0.05)。

造成翌年以降の 2008年から 2011年の 4か年にわたる草高

および葉輔の推移を図 lに示した。寧高は一貫して fTifton

9Jが他の 2品種よりも高く推移し 2008年7月および 2010

年7月を除いて有意に高かった (P<0.05)o7-9月の盛夏期

間では刈取り間隔 2か月の 2010および2011年では刈取り

関縞 1か月の 2008，2009年よりもいずれの品種においても

高くなる傾向であった。一方，薬臨は四倍イ本である「ナンオ

ゥJが他の 2品種よりも一貫して高く推移し 2008年5月，

2009年5月， 2011年6，8月を除いてその差は有意であった。



森ら:パヒアグラス新品種Tifton9の季節生産性

目。

OA 
OA OA 

A
 

O
 A

 o
 

a悶

・0
A
 o

 
a
 

( 

釘
M 

Z 
) 

60 OA OA 

o
 o

 

-
-
4
B
 

A
V
 

ペ
吟

E
υ
)
努
M
S

2008tド

85 

10 

b 閥 b b 

b 隣 b

容
認，n守

2009'1' 

潟至宝年，話再王翌日(月/日)および品綴

2010年 2011lJ' 

図1. パヒアグラス 3品種の主主高(榛グラフ)および葉隠 (0) の推移 (2008-2011年)

品種:Pensacola (P巴)， Tifton 9 (Ti) ，ナンオウ (Na). r弓一調査臼の異文学問には， LSD法により 5%水準で有窓差あり

800 '1 r 30 

ずゲ / ¥。

~. 
同¥、。

伯目
<< 

25 

500 
20 U 

まい忌 400 

15 ~ 翌手β?で別ミア
官岩44bQd手300 ~Æ Jl 10 

200 

100 

。l且11EI E ~E ~E ~E ~EJ， E ~ E ~E ~E ~E ~r i E ~E ~ E ~E 1E ~E ~E w 。

l _Pensa叫 a 出向9 口 ナ ン オ ウ + 平 均 気 機 l

図 2. パヒアグラス 3品種の番主主別乾物i収量(棒グラフ)と平均気温 (0)の推移 (2008-2011年).

同一調査臼の奨文学問には， LSD法により 5%水準で有意差あり.

rTifton 9Jの葉煽は rPensacolaJに比べてほほ問等かわず

かに高く推移する傾向にあった。またパヒアグラスの被度は，

造成 2年自の 2008年 5月では rTifton9Jが 73.3%となり，

他の 2品種 (41.7%) よりも有意に高くなった (P<0.05)。

それ以降では被度に品種筒差は認められず，盛夏期間では 3

品種ともにほぼ 100%を維持する傾向であった。

図2に，造成翌年以降の 4か年の各品種における番草別乾

物収量と生育期間の平均気温の推移を示した。 2010年では

低温伸長性を調査した 3-5月の 3回の収長会計を 1番主主とし

て表記した。試験期間を通して，金主事種とも気温の増加に伴っ

て乾物収量は増加する傾向にあった。刈取り間隔が 1か月で

ある 2008，2009年の両年ともに越冬後に成長を開始する 5，

6月では， rTifton 9Jは他の 2品種より収量が高く，それ以

降の期間に有意な品種間差は見受けられなかった。盛夏期

潤では「ナンオウjが，晩夏の 9月ないし秋の 10，11月で

は rTifton9Jがそれぞれ潟くなる傾向にあった。一方，刈

取り間隔 2か月の 2010，2011年では盛夏期間の乾物収量は

いずれの品種ともに刈取り間繍 1か月の 2008，2009年より

も高く， 2010年 7月および2011年 8月では「ナンオウ」が

rPensacolaJ よりも有意に高く (P<0.05)， 2011年 10月で

は「ナンオウjは他の 2品種よりも有意に高くなった (P<

0.05)。一方， 2011年 12月では rTifton9Jは rPensacolaJ

に比べて有意に高く (P<0.05)，それ以外の年度の初夏およ

び秋では rTifton9Jが高くなる傾向であった。

1Zl3には各品種の年間合計乾物収量の推移を示した。 2010

年では低温伸長性を調査した 3-5月の 3閲刈取りの収量合計

を1番主主として加算している。刈取り間隙 1か月の 2008，

2009年では，年間合計乾物収量には有意な品種間差は見受

けられなかったが， rTifton 9Jが高くなる傾向で，それぞ、れ

約 1340，1500 g/m2となった。またいずれの品種ともに 2009

年では 2008年に比べて 9-12%収量が増加した。一方，刈取

り関摘 2か月の 2010，2011年では悶年ともに fナンオウj

で最も高くなる傾向で¥2011年では rPensacolaJよりも有意

に高くなった (P<0.05)。刈取り間隔 lか月の 2008年の年

間合計乾物収量と比べると， rナンオウJではそれぞれ 114，

115%， rTifton 9Jでは 99，91%， rp巴nsacolaJでは 105，93% 

となった。

2. 低温期における生育経過

関4(b) に2010年 3-5月における各品種の CGRと調査

期間における平均気温との関係を示した。いずれの品種にお

いても気温の増加に伴い CGRは増加したが， 3調査期間と

もに rTifton9Jが最も高くなる傾向で， 4-5月の期間では，
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図 4. パヒアグラス 3品種の全生育季節句)および低温郊間(b)における個体苦手成長速度(CGR)と平均気温との関係(2008-2011年上

品種 Pensacola(0， .)， Tifton 9 (口，・)，ナンオウ(ム， ....) 刈取り間隔:1か月 (0，日，ム)， 2か月(・，狙， ....) 

破線枠内の白抜きは， 2010年の低j鼠期間の CGRを示す.

(a) Pensacola: y =一7.31+ 0.57 x， r口 0.891(P<O.OO1) 

Tifton 9: y= -8.22+0.66 x， r=0.908 (P<O.OO1). 

ナンオウ y=-10.07 +0.76 x， r口 0.893(P<O.001) 

fTifton 9Jで最も高く 3.1g/m2/ 日であり，次いで'fPensacolaJ

で 2.6g/m2/ B， fナンオウ jで 2.0g/m2/ 日の)1頃となり，

CGRの品種間差が拡大した。

3. 生育季節における平均気温と CGRとの関係

関4の (a) に生育季節における CGRと平均気温との関

係を示した。いずれの品種においても1， 2か月刈りを込み

にして両者の間に有意な正の相関関係が成り立った (p<

0.001)。

4. 館料品質

IVDMDに. 2008. 2009および2011年の 1，2か月刈り

ともに，おおよそ明確な品種間差は見受けられなかった。そ

こで，各番茶の乾物収量と IVDMDとの関係を図5に示した。

3品種をまとめて， 1か月刈りと 2か月刈り別にしたところ，

問者の間に有意な負の相関関係がそれぞれ成り立った (p<

0.05)。

表 lに2011年の結来のみ，各番主主別の IVDMDおよびCp，

NDF， ADFおよび ADL各含有率を示した。 CP含有率で

は 1苦手草で「ナンオウ」が高く， NDF 含有率では 3苦言葉で

fPensacolaJおよびfナンオウ」が高くなる品種間差 (P<0.05)

がそれぞれ示されたが，それ以外では各番主主および各成分に

ついて有意な品稜間差は見受けられなかった。

考 察

パヒアグラスは発芽および初期生育の速度が小さく，問草

種内でも四倍体の「ナンオウjの生育速度はこ倍体の fナン

ゴクjに比べて著しく遅いことが報告されている(白山・小

松 1996)。本試験においても造成後8週日の定義個体密度は，

fPensacolaJは「ナンオウ」より有意に高くなったが， fTifton 

9Jと fPensacolaJとの差は有意ではなかった。したがって，

初期の定着個体密度の確保の簡では fTifton9Jは「ナンオ
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図 5. パヒアグラス 3品種の番主主別の乾物収量と znvztro乾物消化率(IVDMD)との関係 (2008，2009， 2011年).
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表 L バヒアグラス 3品稜の番率引l飼料成分合有率 (2011年)

番主主 1

項腎 2 品種 11寄草 2番主主 3番主主

IVDMD Pensacola 48.1 49.2 46.9 
(%) ずifton9 52.2 48.3 47.6 

ナンオウ 54.7 48.8 46.5 

CP Pensacola 9.4'泊 6.0 7.0 
(%) Tifton 9 7.8b 5.4 6.4 

ナンオウ 10.1' 6.2 6.3 

NDF Pensacola 68.5 72.4 72.1" 

(%) Tifton 9 68.0 72.7 70.9b 

ナンオウ 66.7 71.7 72.3' 

ADF Pensacola 39.9 43.0 43.5 
(%) Tifton 9 40.2 43.5 42.5 

ナンオウ 39.5 43.4 42.8 

ADL P巴まlsacola 6 . 5 7.0 6町6
(%) Tifton 9 6.4 7.1 6.6 

ナンオウ 7.0 6.7 7.9 

1刈取り関縞2か月

2 IVDMD : in vitro乾物消化率 Cp:;ji.ll.タンパク質 NDF
中性デタージェント繊維， ADF:酸性デタージェント繊維，

ADL:絞殺デタージエントリグニン.

3同一の成分および番卒の異潟文字閥に， LSD法により 5%水

準で有意釜あり.

ゥ」より有利であるが， fPensacolaJに対する優位性は認め

られなかった。盛夏期間の雑草害を避けるための晩夏播種

は，暖地主1牧草の造成方法として初夏播種に比べて初期生省c

の安定性が高く(森ら 2010)，その後の定着の鍵である降霜

前の越冬可能な成長長の確保に貢献できると考えられる(宝

満 1972)。さらに「ナンオウ」に比べ fTifton9Jの初期生

育が速いことは，南九州におけるパヒアグラス栽培を容易に

させる主要な要因と考えられる。

造成主主年以降の生育経過として， fTifton 9Jの草高は， 1. 

2か月刈りともに低温期の 5，6月および9-12月の収穫では

他品種よりも高く， 7-8月の収穫でも高まる傾向にあった。

したがって， fTifton 9J は他の 2品種より草高が高いこと

から，採主主利用に有利な形態を備えた品積であることが推察

された。業憾に対する刈取間隔の影響は認められず，一貫し

て問倍体の「ナンオウ」で最も高く推移し， fTifton 9Jでは

fPensacolaJよりもやや葉幅が大きくなる傾向が見受けられ

た(図1)0 Werner' Burton (1991)はRRPS法による育穫

によって，業身長と菜l隔が増加する方向に改良されたことを

報告しており，本試験の業幅の結果は，それらの報告と一致

する。葉幅の増加は，消化率(雑賀 1990)や放牧家畜によ

る採食性の向上(雑賀 1990;小松 1996)に寄与できる。一方，

「ナンオウjに比べて葉幅が狭いことは乾燥の速さにつなが

ると考えられ，採主主ー乾主主調製体系に適する形態を備えるこ

とが推察された。

パヒアグラスの生産性は温度に対して敏感に反応、し，

中期の~夏期間で最も収量性が高くなることが報告されて

いる (王子回 1995;Gatesら1999)0 fTifton 9Jを含む 3品種

も問様に中烈 (7，8および9月)で最も高い収量となった

が， 2008-2009年にかけて感夏期間の乾物収釜に品種間差は

認められなかった。この期間の乾物収量の番草間変動係数は，

fTifton 9Jがら0-53%で最も低く，次いで fPensacolaJの

61-62%であり， fナンオウ」が 71-74%で最も潟くなる傾向

であった。 fTifton9Jにおいて他品種よりも季節生産性の変

化が少なかったのは，暖地型牧草パヒアグラスにとって低温

期にある 2010年 3，4および5月収穫の CGRが，いず、れも

fTifton 9Jで最も高かった(悶 4b)ためであると考えられる。

アメリカのフロリダ，ジョージア雨介lの3-4月の低j昆期(日

最低気温 7-15
0

C，日最高気温:17-28
0

C)における fTifton9J 

のCGRは， 0.5-4.5g/m2/ 日であり， fPensacolaJの0.1-2.2g/

m2
/ 日よりも高いことが報告されており (Gatesら2001)， 

これらの値と本試験における同様な気温条件時 (4-5月)の

CGRは， fTifton 9J， fPensacolaJ でそれぞれ 3.1， 2.6 g/ 
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m
2
/ 日となり.Gatesら (2001)の値とほぼ一致したo fTifton 

9Jは他の 2品稜よりも低温下での伸長性が優れること，造

成翌年の越冬直後 (2008年5月)における被度と生産速度が，

他品種よりも高いことが造成 2年目の年間合計乾物収量を高

めた(閤 3) と捻祭された。 fTifton9Jの2008. 2009:tj三に

おける 1か月刈りの年間合計乾物収量は. fp巴nsacolaJに比

べていずれの年も約 25%高くなったが，アメリカ・フロリ

ダ州で得られた結果でも fp巴nsacolaJより約 27%増収して

おり (Chambliss2000 : Hanna . Sollenberger 2007). 本試験

の結果はこれと同様の傾向を示したと考えられる。

ら(森ら 2010)は，南九州、!の正陵地(標高 340m)に

おいて fTifton9Jと「ナンオウJの越冬性を比較し越冬

期間の稜算氷点下温度が-52TCと低温の年度で. fナンオ

ウjは越冬できずに植生が大きく衰退したにも関わらず，

fTifton 9Jは十分な槌生を維持したことを報告している。

したがって. fTifton 9Jは fナンオウjが越冬できない地

域でのパヒアグラス栽培に寄与することが推察された。

2008-2011年の年間降水量は. 2009年で最も低く 2219mm

であり，王子年値 2509mmの約 88%に留まった。しかし年

間合計乾物収量はいずれの品稜も 2009年で最高水準となり，

パヒアグラスは樹乾性の高い主主穫である(石井 2000) との

記述と一致した。

刈取り間隔を 2か月とした造成 4. 5:tj三Bでは，いずれの

品種も凝夏期間では 1か月刈りよりも刈取り l問あたりの収

量が増加した(閣の o 2か月刈りにおける乾物収最の番草

間変動係数は. fTifton 9Jが 72-76%で最も低く，次いで

fPensacolaJ (75-80%). fナンオウJ(87-90%) の}I原で 1か

月刈りと同様となった。しかし収量の番革関変動係数を

季節生産性の指標とすると，その品種間差異は. 1か月刈

り(18-24%) に比べて 2か月刈り(14-16%) では縮小す

る傾向が見受けられた。盛夏期間では「ナンオゥ」が最も

高く推移する傾向であり. 2010年 7R. 2011年 8. 10月で

は fPensacolaJに比べて. 2011年 10月では fTifton9Jに

比べてそれぞれ有意に高い収量を示した(殴 2)。年間合計

乾物収量は fナンオウ」で最も高く，刈取り間隔 lか月の

2008年と比較すると fナンオウjでは 2010. 2011年それぞ、

れ 14. 1596増加したのに対し fPensacolaJ(5. -796) お

よび fTifton9J (-1. -9%)の収量は一定もしくはやや減

少する傾向にあったo Beatyら(1963) は. fPensacolaJの

刈取り間隔を lから 6週に延長すると，年間収量が増加する

ことを報告している。また.Gatesら(1999)は.fPensacolaJ. 

fTifton 9Jおよび fPensacolaJのRRPSy去による 14サイク

ル白系統の 3品種・系統を供試し刈取り間隔 2.4および

8遜で3年間継続調査したところ，年間収量に対する刈取り

間隔の影響には降水量の交互作用が認められた。すなわち，

降水量が平年に比べて高く約1.800mmであった年では. 4 

週間隔の刈取りで年間収量が最も高く約1.000g/m2に達し

たのに対して，降水量が約 1.000-1.200mmであった年では，

8週ごとの刈取り間隔で年間I1又量が最も高く約 500-600g/m2 

に留まったことを報告している。本試験で，メリ取り間隔を

l か月から 2 か月に延長しでも • fTifton 9Jと fPensacolaJ

の年間収量に増加の傾向が認められなかったのは，刈取り後

lか月以内に最適葉面積指数(最大 CGR)に到達し. 2か月

刈ではその後 CGRが低下したためと推察される。メリ取り後

1か月以内の最大CGRへの到達に，本調査地の雨量の条件(年

間2219mm以上)が影響している可能性がある。したがっ

て本調査地の気象条件において. fTifton 9Jは「ナンオウj

に比べてより頻繁な刈取り管理下で収量のポテンシャルを発

揮できる品稜であると推察された。

飼料品震としての IVDMDは.fTifton 9Jでは fPensacolaJ

と河程度の報告 (Cuomoら1996: Chambliss 2000)が多く，

本試験でも fTifton9JのIVDMDは一例 (2009年 1番卒)

を除くと. 1. 2か月刈りともに fPensacolaJとの簡に有意な

差は見受けられなかった。平田(1995)はパヒアグラス草地

の乾物消化率は刈取り間隔が短いほど高く，乾物収量の増加

に伴い指数的に低下すると報告している O 本試験でも乾物収

量の増加に伴い. IVDMD は減少し 1か汚刈りと 2か月刈

りとの差は収量が低下するほど大きくなった(図 5)。また，

その他の飼料品質について 2か月刈りの 2011年の番草加に

比較すると. CP含有率は l番卒 NDF含有率では 3苦手蒸を

除き品種間に有意な差はなく. fTifton 9Jの 1-3番草平均

では. IVDMD 49.496. CP 6.5%. NDF 70.5%. ADF 42.196. 

ADL 6.7%となり，暖地型牧草としての標準的な飼料品質と

評価された(庄子 1998:守川・長利 2004)。

以上をまとめると，パヒアグラス品種 fTifton9Jは造

成初期の生育に関しては fPensacolaJ と間程度であるが，

fPensacolaJおよび「ナンオゥ」よりも低温下での伸長性お

よび、乾物収最性に優れるため，季節生産性が平準化され，造

成後 2-3年日の 1か月ごとの刈取りでは年間乾物生産最も高

まる傾向にあった。一方. 2か月刈りに刈取り間隔を延長す

ると. 1か月メリで見られた低混期の優位性が反映されなくな

り. fTifton 9Jは乾物生産量が「ナンオウjよりも{尽くな

る傾向が見受けられた。また. 2か月刈りでは飼料品質とし

ての IVDMDの低下が認められた。よって，品種 fTifton9J 

はlか月程度の頻繁な刈取り間備での利用が望ましいと推察

さ:11.-た。
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要 量己
毘

森燦太郎・石井燦之・ 111野明白香・ ìí{野琴美・中E京協I~も・井戸間幸子

(2012)パヒアグラス (Paspalumnotatum Flugge)新品種 rTi汽on9J 

の導入による季節生産性およひe低温伸長性の改善.日主主誌 58:83ω 

89. 

パヒアグラス (Paspalumnotatum Flugge)の雨九州における低

温伸長性向上と季節生産性軽減のため，米関の新規育成・導入品種

の rTifton9Jと， rPensacolaJおよび「ナンオゥ」の生育特性，

収量性および飼料品質を， 1晩夏描積造成の翌年から 4 か~rrm比較し

た。刈取り調査は，造成後 2-3年目では約 1か月毎， 4-5年目では

約 2か月毎とした。 rTifton9Jは既主主 2品種にi七ベ， 2ω3年目の 1

か月ごとの刈絞りでは低i温下での伸長性・乾物生成f誌がおく，季節

生産性の乎様化と年間乾物生産設の増大が凶られた。飼料品質は品

種1mに大2をなく，的 vitro乾物消化率(JVDMD)は3品緩こみで収

f誌に対して有意な負の1iIOO(P<0.05)を示した。造成 5年目の全番

主主平均で， rTifton 9Jの IVDMDは49.4%， cp， NDF， ADF， ADL 

各含有楽は 6.5%，70.5%， 42.1 %， 6.7%であり， I後地型牧草の襟

準的飼料品質と評価された。

キーワード:乾物収盆，季節生産性，飼料品質，低i益事l'長性，バヒ

アグラス.
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